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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は過去の事業譲受けにおいて企業結合に係るのれんを認識し、四半期連結財務諸表に計上しておりますが、その

のれんに係る税効果の会計処理等に誤りが判明しました。当該誤謬による影響額には金額的な重要性が認められるた

め、過去に提出いたしました四半期報告書に記載されている四半期連結財務諸表を訂正することといたしました。

　これらの訂正により、2021年２月15日に提出いたしました第170期第３四半期（自　2020年10月１日　至　2020年12

月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に

基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けており、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

四半期レビュー報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第169期

第３四半期連結
累計期間

第170期
第３四半期連結

累計期間
第169期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 35,889,945 33,249,113 51,554,254

経常利益 （千円） 103,705 669,936 1,808,511

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 32,092 393,155 1,163,241

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 248,255 771,622 833,864

純資産額 （千円） 47,666,875 48,621,324 48,252,303

総資産額 （千円） 60,322,436 61,828,757 60,206,287

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 6.69 82.01 242.65

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.9 73.6 75.0

 

回次
第169期

第３四半期連結
会計期間

第170期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △43.68 1.94

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、当社の子会社及び関連会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間（2020年４～12月）の売上高につきましては、見附市のガス事業譲受けによるガス

販売量の増加があったものの、原料費調整に伴うガス料金単価の引き下げや新型コロナウイルス感染症拡大の影

響による業務用を中心としたガス販売量の減少があったことなどから、前年同期に比べ26億40百万円減少の332

億49百万円となりました。

一方、営業費用につきましては、見附市のガス事業譲受けに伴う減価償却費等の増加があったものの、ＬＮＧ

価格の下落やガス販売量の減少に伴い原料費が減少したこと、また経営全般にわたり経費の削減に努めたことな

どから、前年同期に比べ31億85百万円減少の327億94百万円となりました。

この結果、営業利益は４億54百万円（前年同期は営業損失89百万円）、経常利益は前年同期に比べ５億66百万

円増加の６億69百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ３億61百万円増加の３億93百万円

となりました。

なお、当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期

である冬期を中心に春先にかけて、売上及び利益が多く計上されます。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、売上高及びセグメント利益又はセグメント損失には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおり

ます。

＜都市ガス＞

ガス販売量は、2020年４月の見附市ガス事業譲受けに伴う増加があったものの、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響に伴い業務用を中心にガス需要が減少したことにより、前年同期に比べ1.9％減の293,402千㎥となりま

した。

都市ガス事業（付随する受注工事及び器具販売を含む）の売上高は、原料費調整に伴うガス料金単価の引き下

げやガス販売量の減少などにより、前年同期に比べ27億２百万円減少の300億３百万円となりました。また、Ｌ

ＮＧ価格の下落やガス販売量の減少に伴い原料費が減少したことなどから、セグメント利益は69百万円（前年同

期はセグメント損失４億64百万円）となりました。

＜その他＞

その他の事業の売上高は前年同期に比べ１億円減少の59億円、セグメント利益は４百万円増加の３億91百万円

となりました。

②財政状態

当第３四半期連結会計期間末における資産は618億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億22百万円の

増加となりました。増減の主なものは、見附市ガス事業譲受けを主因とする有形固定資産の増加10億66百万円及

び無形固定資産の増加10億27百万円のほか、売掛金残高等の増加８億２百万円、現金及び預金残高の減少14億21

百万円、投資その他の資産の減少１億24百万円などであります。

負債につきましては132億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億53百万円の増加となりました。これ

は見附市のガス事業譲受けに伴い新たに借入を行い、長期借入金及び１年以内に期限到来の固定負債があわせて

７億８百万円増加、運転資金の借入により短期借入金が22億円増加したほか、その他流動負債が10億３百万円減

少、未払法人税等が４億８百万円減少したことなどによるものであります。

　また、純資産につきましては486億21百万円となり、利益剰余金からの配当金の支払いがありましたものの、

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上のほか、その他有価証券評価差額金及び退職給付に係る調整累計額の

増加により前連結会計年度末に比べ３億69百万円の増加となりました。この結果、自己資本比率は73.6％とな

り、前連結会計年度末に比べ1.4ポイント減少しております。
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（２）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

（３）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

（５）研究開発活動

特記事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

北陸瓦斯株式会社(E04519)

訂正四半期報告書

 5/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,600,000

計 9,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年2月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 4,800,000 4,800,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数

(千株)

発行済株式総
数残高

(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 4,800 － 2,400,000 － 21,043

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － 　　　　　　　　　－ －

議決権制限株式（自己株式等）  － 　　　　　　　　　－ －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,000 　　　　　　　　　－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,777,000 47,770 －

単元未満株式 普通株式 17,000 　　　　　　　　　－ －

発行済株式総数  4,800,000 　　　　　　　　　－ －

総株主の議決権  － 47,770 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北陸瓦斯株式会社
新潟市中央区東大

通一丁目２番23号
6,000 － 6,000 0.12

計 － 6,000 － 6,000 0.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

北陸瓦斯株式会社(E04519)

訂正四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 4,231,153 4,132,419

供給設備 33,774,843 34,537,272

業務設備 1,894,755 1,839,035

その他の設備 902,484 892,355

建設仮勘定 273,750 742,478

有形固定資産合計 41,076,988 42,143,561

無形固定資産   

のれん 1,243,948 2,453,803

その他無形固定資産 977,814 795,401

無形固定資産合計 2,221,763 3,249,205

投資その他の資産   

投資有価証券 1,804,274 1,935,619

繰延税金資産 1,258,024 1,644,894

その他投資 2,661,682 2,019,058

貸倒引当金 △7,123 △6,983

投資その他の資産合計 5,716,858 5,592,588

固定資産合計 49,015,610 50,985,354

流動資産   

現金及び預金 6,270,185 4,848,340

受取手形及び売掛金 3,934,461 ※２ 4,737,101

有価証券 140,177 100,209

その他流動資産 853,385 1,164,465

貸倒引当金 △7,534 △6,714

流動資産合計 11,190,676 10,843,402

資産合計 60,206,287 61,828,757
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

固定負債   

長期借入金 153,880 854,636

役員退職慰労引当金 149,000 125,672

ガスホルダー修繕引当金 1,064,052 1,098,109

器具保証引当金 246,109 230,150

退職給付に係る負債 687,128 665,495

その他固定負債 483,358 465,732

固定負債合計 2,783,528 3,439,796

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 924,819 932,121

支払手形及び買掛金 2,878,032 2,680,125

短期借入金 － 2,200,000

未払法人税等 504,353 95,971

その他流動負債 4,863,249 3,859,418

流動負債合計 9,170,454 9,767,636

負債合計 11,953,983 13,207,432

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,400,000 2,400,000

資本剰余金 21,043 21,046

利益剰余金 42,676,014 42,685,657

自己株式 △18,352 △18,364

株主資本合計 45,078,706 45,088,339

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 634,064 810,184

退職給付に係る調整累計額 △550,083 △374,863

その他の包括利益累計額合計 83,980 435,321

非支配株主持分 3,089,617 3,097,663

純資産合計 48,252,303 48,621,324

負債純資産合計 60,206,287 61,828,757
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 35,889,945 33,249,113

売上原価 21,495,279 18,321,990

売上総利益 14,394,665 14,927,123

供給販売費及び一般管理費   

供給販売費 12,644,027 12,656,944

一般管理費 1,840,510 1,815,780

供給販売費及び一般管理費合計 14,484,537 14,472,725

営業利益又は営業損失（△） △89,871 454,398

営業外収益   

受取利息 2,992 2,272

受取配当金 65,648 66,842

受取賃貸料 58,773 61,500

その他 73,853 91,557

営業外収益合計 201,268 222,172

営業外費用   

支払利息 3,719 4,273

その他 3,972 2,361

営業外費用合計 7,691 6,634

経常利益 103,705 669,936

税金等調整前四半期純利益 103,705 669,936

法人税等 60,331 249,910

四半期純利益 43,374 420,025

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,281 26,870

親会社株主に帰属する四半期純利益 32,092 393,155
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 43,374 420,025

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 87,353 176,376

退職給付に係る調整額 117,527 175,220

その他の包括利益合計 204,881 351,596

四半期包括利益 248,255 771,622

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 236,973 744,496

非支配株主に係る四半期包括利益 11,281 27,126
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の拡大につきまして、当面は業務用を中心としたガス需要への影響が一定程度継続

すると想定しておりますが、現時点において当社グループの事業運営に重要な影響を及ぼすものではなく、業績

への影響は限定的であるため、会計上の見積りに重要な影響を与えるものではないと考えております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　関東信越ガス事業協同組合の独立行政法人中小企業基盤整備機構からの高度化資金借入に対する連結子会社の

債務保証の金額は、次のとおりであります。

 
　　　　　前連結会計年度

　　　　　（2020年３月31日）
　当第３四半期連結会計期間

　（2020年12月31日）

保証債務 65,760千円 55,840千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。
 

 
　　　　　前連結会計年度

　　　　　（2020年３月31日）
　当第３四半期連結会計期間

　（2020年12月31日）

受取手形 －千円 12,708千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　当社グループの連結業績は、季節的変動の著しいガス事業の占めるウェイトが高いため、ガスの需要期である

冬期を中心に春先にかけて売上高が多く計上されます。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間
　（自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
　（自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日）

減価償却費 4,249,607千円 4,459,738千円

のれんの償却額 73,004 122,986

 

EDINET提出書類

北陸瓦斯株式会社(E04519)

訂正四半期報告書

13/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 383,519 80.0 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 383,513 80.0 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 32,705,940 6,001,366 38,707,306 △2,817,360 35,889,945

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△464,527 386,445 △78,082 △11,789 △89,871

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業、太陽光発電事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△11,789千円は、セグメント間取引消去でありま

す。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

 

　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 都市ガス

売上高 30,003,179 5,900,530 35,903,709 △2,654,595 33,249,113

セグメント利益 69,307 391,374 460,682 △6,284 454,398

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＬＰＧ事業、ガス設

備の保全・設計・施工事業、住宅設備機器の販売・施工事業、土木・管工事事業、太陽光発電事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△6,284千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「都市ガス」セグメントにおいて、見附市のガス事業譲受けに伴い、のれんの金額が増加しております。

当該事象によるのれんの増加額は、1,332,841千円であります。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）譲受けの相手方の名称及びその事業の内容

譲受けの相手方の名称　　見附市

事業の内容　　　　　　　都市ガスの供給及び販売

（２）企業結合を行った主な理由

譲受けにより北陸ガスグループの企業価値及び株主価値を高め、天然ガスのさらなる普及・拡大に資

すると判断し、見附市の都市ガス事業を譲受けたものであります。

（３）企業結合日

2020年４月１日

（４）企業結合の法的形式

事業譲受

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

　　　2020年４月１日から2020年12月31日まで

 

３．取得した事業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 3,955,032千円

取得原価  3,955,032

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

1,332,841千円

なお、第１四半期連結会計期間から第２四半期連結会計期間においては四半期連結財務諸表作成時点

における入手可能な合理的情報に基づき、取得原価の配分について暫定的な会計処理を行っておりまし

たが、当第３四半期連結会計期間に確定しております。

（２）発生原因

事業譲受時の固定資産の時価評価額が取得原価を下回ったことによるものです。

（３）償却方法及び償却期間

20年間の定額法により償却しております。

 

５．企業結合日に受け入れた資産及びその主な内訳

固定資産 2,425,548千円

流動資産 196,642

資産合計 2,622,191

 

（１株当たり情報）

　　　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 ６円69銭 82円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 32,092 393,155

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
32,092 393,155

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,793 4,793

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年６月24日

北陸瓦斯株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

新潟事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 清水　栄一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大島　伸一　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北陸瓦斯株式会

社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北陸瓦斯株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して2021年２月15日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

北陸瓦斯株式会社(E04519)

訂正四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	１四半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	第２事業の状況

	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等
	第３提出会社の状況

	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況
	第４経理の状況

	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他
	第二部提出会社の保証会社等の情報

	監査報告書

